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ブーバ ーの宗教思想 に関す る教育哲学 的一考察(そ の2)
　　　　　　 一 「か くれた神」概念 を中心 に一
An Investigation on Philosophy of Education within Buber's Religious Thought  ( 2  ) 




本稿 の 目的 は、 ブーバ ー にお ける 「か くれ た神」 概念 を基 軸 と しっっ、 彼 の宗 教思 想 の特質 の一 端 を浮彫 りにす る こ
とで あ る。 その ため に彼 の著 、『か くれた神 』 を中心 に考察 を進 めて い く。 ブーバ ー は現 代思 惟 と宗教 の関 係 を、 「信
仰 の現実性 」 の観点 か ら考察 しよ うと試 み て い る。 ここでの主 題 は、人 間 の生 の持 っ現 実性 とい う性 格が はた して宗
教 に帰 せ られ得 るか ど うか であ り、 それが可 能 な らば どのよ うな条 件で帰 せ られ得 るのか とい う点 に存す る。 こう し
た作 業 を経 た うえ で、 ブ ーバ ーの宗教思 想 が持 っ現代 社会 にお ける教 育 哲学 的意義 を結 論部 で深 めて い きた い。 本稿
は 「ブーバ ーの 宗教思 想 に関 す る教育 哲学 的一 考 察」(そ の1)を 受 けて続 編 と しての(そ の2)に 該 当 し、 論文 全体
の本論 部 を扱 う こととな る。 したが って本稿 は第二 章 か ら開始 され る。
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第2章 　 ブ ーバ ーが 理 解 す る宗教 と哲 学
(倫理)の 関わ り
第1節 　 「救 い の 探 求 」(宗 教)と 「本 質 の
探 求 」(哲 学)
〈真 に神を信 じて いる人 は、神 につ いて語るので は
な く、神 に向か って語 って いる〉
　 ブーバ ー は、 「宗教 の純粋性 」 に とって神 的な も
のが明確 に人格的な形で現れ るか否か は決定的 に重
要 な ことで はな いと考えて いる。む しろブーバ ーに
と って真 に大切 な ことは、 「この神 的な ものに対 し
て、私 と差 し向か って いる或 る存在者(中 略)と し
て関わ ること」(1)なのであ る。
　 さ らにブーバ ーは、本当 に神を信ず る者 にとって
は、神 につ いて何かを知 るということは必要で はな
いとまで断言 して いる。 これ を敷衍 して言え ば、真
に神を信 じて いる人 は 「神 について 」語 るので はな
く、 「神 に向 か って」語 って いる ことを ブーバ ーは
強調す る。 たとえ知識 と して は知 り得 ない神で あっ
て も、「も し人 がそれ に向かって生 き、 それに向か っ
て近づ き、それ に向か って呼 びか けよ うと しさえす
れば、それは立派 な宗教 の対象」(2)であるとブーバ ー
は確信 して いる。それ と反対 に神を 「内在」 に限定
して しま うな らば、 それ は真 の神 と似て非 なる もの
にな りさが って しま うと逆 に厳 しく批判す る。
〈真の信仰の姿 とはどの ような ものか〉
　それで はブーバ ーのい う真 の宗教性 もしくは真 の
信仰 の姿 とはいか なる ものなのだ ろ うか?　 それ は
人間が、無条件的 に肯定 され る無制約的 な実在者 に
向か って生 きよ うとす ることで ある。 それ に対 して
偉大 な哲学 にあって は、無制約者 を対象 とす る こと
が真理 となる。つ ま り宗教 にと って は 「無制約的 な
実在者 に向か って生 きよ うとす る こと」が、他方で
哲学 にあって は 「無制約者 を、他 のい っさいの対象
がそ こか ら導 きだ されね ばな らないよ うな対象 とな
す こと」が、 それぞれ本質的 に重要 な事柄 なので あ
る。(3)
　 ブーバ ーは世間一般の意味で の体系的哲学者で は
ない。 彼が求 めた ものは、 「実在 について 哲学 的体
系を うち立て ることで はな く、む しろ実在 と出会 い、
そのなかに生 きること」(4)であ った。 ブーバーにとっ
て今 日 しば しば哲学が 「神の蝕」 を引 き起 こす原因
となって いるのは、哲学が宗教か ら離反 して 自己を
絶対化 しよ うとす るか らで あ り、 その結果が哲学 に
よる 「神 の死」 の宣言であ った。そ こでブーバーは、
哲学 は宗教 に対 して もっと自己の限界性 を知 るべ き
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だ と警告 して いる。
〈宗教 と哲学の実在 に対する取 り組み方の相違点 と
は何か〉
　 ここで哲学の限界性 とは何 を意味す るので あろ う
か。 ブーバ ーによれば、宗教 も哲学 も共 に人間存在
の基本構造 に属す るもので あるが、実在 に対す る取
り組み方が宗教 と哲学で は本質的 に異 なるとい う。
つ ま り宗教 は無条件的 に肯定 された絶対者 との関係
に生 きることで あるが、 これ に対 して哲学 はその絶
対者 を対象化 し、それをすべての他の対象の中 で もっ
と も根源的な もの と考え る。 したが って、 たとえ信
仰者が人格神の観 念を所有 して いな くと も、 もしそ
の信 じられ た ものを彼 に向か い合 う生 きた存在 と し
て受 け止 めるな らば、彼 は信仰 に生 きて いることに
なる。 さ らに宗教 はなお 「われ 一なん じ」の関係性
の上 に基礎 を も って い るが、 これ に対 して哲学 は
「主 観 一客 観 」 の二 元 性 に支 え られ て い るの で あ
る。(5)
〈「救 いの探求」(宗 教)と 「本質の探求」(哲 学)〉
　 また宗教 と哲学 の相違点 はそれ らの意図す る目的
の違 いによって も区別で きるだ ろ う。す なわ ち宗教
は 「救 いの探求」 で あるの に対 して、哲学 は 「本質
の探求」を 目指す もので はあるが、 しか しこれ は本
質的 な相違点で はな いとブーバ ーは考えて いる。む
しろ宗教の主要 な傾向 は 「救 い」 と 「本質」 の統一
を図 るところにあ り、 この両者の統一の意味す ると
ころは、 「いわば、 宗教 が 『宗教」 とい う特殊 の領
域や行為で あることをやめて、生命それ自体(中 略)
にな ること」(6)に他 な らない。
　 この ように 「本質」 に対す る宗教的態度 は、人間
が神 と生 きた具体的関係を結ぶ ことで あ り、 けっ し
て抽象的 な普遍性の中 に解消 され ることで はない。
過去 の歴史的宗教 に現れた預言者や改革者の戦 いは、
生 きた具体的関係をお びやかす、形而上学 ・グノー
シス ・呪術 ・政治等の非宗教的要素 に対す る抗議で
あると平石 は主張す る。 これ に対 して哲学 は具体的
現実 を抽象 化 す る ところか ら出発 す る。 こ こで の
「抽象化」 とは、 人間 が 自 ら具体 的現 実 を越 えて厳
密な概念性の領域へ と高 める人間の内面的働 きを意
味す る。 ここでの概念 とは、現実的制約か ら解放 さ
れた思惟の対象 と して現れ る。哲学 はっね に抽象化
の最高 の段階を 「イデアの観想」 として捉えている。
一 般 にこう した思惟の視覚化 はイ ン ド人 によって準
備 され、 ギ リシア人 によって発展 され たことは周知
の事実で ある。 しか しこの ことは抽象化 され た普遍
性の中 に絶対者 をみ るとい う理解で あ り、 そこには
もはや宗教 における絶対者 と人間存在 との生 ける具
体的関係 は見 出 しえ ないので ある。(7)
〈宗教 は哲学の知の成果 に対 して けっ して盲 目的で
あ って はな らな い〉
　 ところで ブーバ ーによれ ば、宗教 は哲学 の知 の成
果 に対 して けっ して盲 目的で あ って はな らないと確
信 して いる。 なぜ な らある意味で、人間 の歴史 は知
の必要性 と義務性 とに沿 って動 いているか らである。
これ を聖書的 に表現す るな らば、知恵の木 の実 を食
べ ることは、天国か らこの地上世界へ導 くことで あ
る。思考す る能力を もち、知 を理解 しうる ものは、
だれで も客観的な知 の世界 にはいることが許 される。
しか しなが ら、 こ こで成立 した知 の客観的世界 は、
実在 ・絶対者 について 認識の整理統合が なされ ると
して も、決 して実在 その もの の所有 を意味す る もの
で はない。 それ ゆえ に宗教 は客観的知の世界 を尊重
しっっ も、 それ を越えて その背後 に隠 されて いる実
在 ・絶対者 その ものとの関わ りを目指 す ものであ り、
この意味 にお いて、哲学が終わ るところか ら宗教が
始 まると、 ブーバ ーは考えて いる。(8)
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「無条件 的 に肯定 され る無制 約的 な実在 者 に向か っ
て生 きよ うとす ること」(1)で あ る。他方 、 「偉 大 な
哲学」 とは、 「無 制約者 を、 他 のい っさいの対 象が
そ こか ら導 き出 されねば な らないような対象 となす
ことが思 惟の真理 で ある」。(2)換 言 すれば、名称 も
持たず、 いっけん人格的 に も捉えが たい存在で あっ
たと して も、 もし人がその存在を 自己と差 し向か っ
て いる生 きた存在者 と信 じるな らば、その信仰 には
現実性が あるとブーバ ーは考えて いる。反対 に絶対
者 が人格的な形で限定 されて いよ うと も、人が その
存在を 自己の客観 的対象 と して考えて いるな らば、
その人 は 「哲学」 して いるにす ぎな いことになる。
　 ここか らも理解で きるよ うに、 ブーバ ーはど こま
で も 「宗教」を 「我 と汝」の二元性の中 で成立す る
もの と して把捉 して いる。なぜ な ら、宗教 は単独者
の根源 的な状況 か ら生ず る ものだか らで ある。 「哲
学 」の根底 にはいつ も主観 と客観の二元性が横 たわ
り続 けるのであ る。(3)
〈神の道 とは、 「神の まね び」　 (imitatio　Dei)の 原
形 と して救 いの道である〉
　 宗教の領域で ある 「われ となん じ」 は現実 に生 き
られ る具体的な関係 にお いて その中 に存立す るが、
哲学の領域であ る 「主観 と客観」 は抽象の支配の産
物で あ り、それ らが存在す るのは抽象の支配が働 い
て いる間の ことにす ぎない。 この ように、宗教的 な
関わ りはどの ような形態で あろうと本質的 には人間
に与え られ た現存在の展開以外の何 もので もない。
他方で、哲学的態度 は自己を 自律的 な もの と して捉
え、精神の働 きの中 で 自己自身を集中 す る。
　 いずれ にせ よ、哲学の 目指すべ きところは 「本質
の究明」で あ り、宗教の それ は 「救済の探求」で あ
る。それ との関連で宗教の最 も本質的な特徴 は、哲
学 と宗教 「双方の本質的 な統一を示す ことにあるの
であ る。従 って、旧約聖書の中 に見え、 また福音書
の 中 で もそ の ま ま使 われ て い る 『神 の道 』(Weg
Gottes)と い う言葉(中 略)は 、 同時 にまた神 にっ
いての認識がな され る本来の領域を意味す る。 なぜ
な ら、神の道 とは、神が その御業 によってわれわれ
の 目に見え る もの となることだか らで ある。同時 に
またそれ は、 神 の まね び(imitatio　 Dei)の 原形 と
して救 いの道で もあ る」。(4)
　 ところで小林政吉 によれば、 ブーバ ーが理解す る
ユ ダヤ教 において神 の似 姿(Ebenbild　 Gottes)を 人
間が持つ とい うことは、古典 ギ リシアの場合 と異 な
り、神が歩 まれ る道を一人 ひとりの人間 もまた歩む
とい う応答関係 にお ける全人格的行動 を意味す る。
っ ま り、人間が作 りあげた理想像や特定 の人間 をま
ね るので はな く、 いきいきと働 きか けて くる神 と一
人 ひと りの人間が直接神 と出会 い、 この神 をまね る
ことが、 ユダヤ教信仰の神髄 なので ある。㈲
〈「わ れ となん じ」 と して神 に応答 する ことは人 と
しての責任を引 き受 けるということ〉
　 さ らに山本誠作 によれ ば、人間が今 ここで 「われ
となん じ」 と して神 に応答す るとい うことは、直裁
的 に人 と して の責任 を引 き受 けるとい うことを意味
す る。責任存在 と しての人間が全体的人格的統一 を
持っ とい うことは、他者や神 と結 びついて いるとい
うことで ある。 それ は自立的 なある もので はな く、
結 びつ きそ の もので あ る。 こ う した結 びつ きは、
「われ となん じ」 の関係 を通 してそのつ ど成就 す る
ので あるか ら、人間 は生起 しつつ ある神 と結 びつ く
ことになる。 そこか らすべて の 「われ となん じ」 の
関係 は、人間 と神へ と収敏 して注 ぎ込 まれ ることに
なる。 「われ となん じ」 の人間相互 の水平 的倫 理関
係 は、本質的 に人間 と神 との垂直的宗教的関係 に根
ざ して いる。 そこにのみ、神 を中心 と した人格 と人
格 との私 たちの共同体 もまた成立す るので ある。(6)
　 ここで ブーバ ーは 「神 のまね び」 あるいは 「神 の
似姿」概念 を用 いることによって宗教の救 いの道 を
提示 して いるが、私 たちは後半 の結論部分(紙 幅 の
関係で今回の小論で は扱わ ない)で ブーバ ー思想 の
教育 的意 義 を この 「神 の似姿 」「神 の まね び」 概念
に収敏 させつつ深 く考察 して ゆ くことにす る。
　 ところで、宗教 はどれ ほど高 い地位 を 「救済 の探
求」 に与え ると して も、宗教 はそれ を本来的 な もの
とみ なすわ けにはいか ない。 さ らに もう一歩踏み込
んで 「救済の成就 とその効果」が真 の宗教 に求 め ら
れ るので ある。 その点を ブーバ ーは 「哲学」 との比
較で以下 の よ うに考 えて い る。「哲学 の場合 は、 実
際 に哲学す ることが その まま哲学 を意味す るので あ
るが、 これ に対 して宗教 の真義 は、 それが レアルな
もので あれ ばあるほど、 い っそ う自己を乗 り越え よ
うとす るところにあ る。 つ まり宗教 は、 『宗教 』 と
い う特殊 な領域 に止 まることをや めて、生 その もの
になろうと意志す るのである。ひ っきょう宗教 にとっ
て大切 な ことは、 さまざまな宗教的行為で はな くて、
いっさいの特殊 な ものか らの解放で ある。」（７）
〈宗教の 「真実性」 は、生 きた行為 と苦悩その もの
の中で経験 され る〉
　 ブーバ ーが宗教 につ いての 「真実性」 を論ず る場
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合、それ は現存在が そのつ どに生 き られ る具体的現
実の ただ中で開示 され把握 され うる もので ある。 こ
こで宗教の 「真実性」 とはそ の人間が どこまで も生
きた行為 と苦悩の中で、 あるいは完全 な瞬間 の瞬間
性の中 で経験 され るということなので ある。 こ うし
た生 き方 がで き るの は、 「現 実 のあ らゆ る支配 に対
して、か くしへだてや留保 な しに立 ち向か い、それ
に向か って生 きた仕方で、換言すれば、 自分が掴み
えた意味を、っね に自分の生活 によって確証 しよ う
とす るだ けの十分な心構えを もって応答す る者」(8)
だ けに限 られ る。
〈すべての宗教的現実 は聖書宗教が いう 「神 に対す
る畏れ」 と共 に始 まる〉
　 ブーバ ーによれば、すべて の宗教的現実 は聖書宗
教が い うところの 「神 に対す る畏れ」 と共 に始 まる
とい う。 「っ ま りそれ は、 生 と死 の間 にはさまれ た
現存在が不可解で不気味 な ものと化す時 に、 あるい
はいっさいの確実性が神秘的 なる もの によって根底
か ら震憾 され る時 に始 ま るので ある」。(9)こ う した
「神秘 的な る もの」 はそ もそ も 「不可知 な る もの」
(das　Unerkennbare)で あ り、 信 仰者 は第一 に この
暗 い門を くぐり抜 けた後、神秘的な る もの と共 に生
きるべ き神聖化 され た日常生活の中 に入 って ゆ くこ
とが許 され るとい う。 これが ブーバ ーの考え る 「神
に対す る畏れ」であ る。(1°)
　 ブーバ ー によれ ば、 「哲学」 は 自分 の置 かれて い
る具体的状況か ら目を背 けることによって始 まると
い う。つ まり、 日常的な人間 の営みを抽象化す るこ
とが哲学 の使命 であるとも言 えよう。 これ に対 して、
宗教 的人 間が確信 す る事柄 は、 「人 間 は限 りあ るこ
の世での生の道程の中で、神が具体的状況を与え、
人間がそれを受 け取 るとい う、 まさにその ことにお
いて 神 と出 会 う こ とが で き る、 と い うこ とで あ
る」。(11)
〈真 の宗 教 は、 「われ 一なん じ」 間に生ず る現 実を
放棄する ことを許 さな い〉
　 真の宗教 にとって は、互 いに差 し向か って いる他
者 との根源的な結 び付 き、っ まり、「われ 一なん じ」
との間 に生ず る現実が放棄 され ることに盲 目で ある
ことは許 されな い。真の宗教的 な相互理解 は、二人
の人間が各々の生活 に人格的 に参与 しっっそ の中で
相互 に認 め合 うという仕方 を通 じて働 くものである。
す なわち、「宗教 的伝達 は論 証 の可能 な主張 と して
で はな くて、(中 略)そ れを聞 く当の人間 のか くさ
れた現存在の領域 と、 またそ の中で そ して またひと
りそ の中 でのみ経験 され うる ものとを指 し示す こと
と して行われ る」(12)ので ある。哲学 は真理 に近づ き
が たいとす る懐疑的 な意見 をブーバ ーが主張 して い
るので はないとい うことを、 こ こで筆者 は誤解 を避
けるために念 のため付言 して おきたい。
　 いずれ にせ よ 「宗教的現実」 において、人間 は自
己を集中 し一っ の全体的存在 もしくは統一的存在 と
なってゆ く。 しか し他方、真実 の哲学者 の場合 に も
一っ の全体化 はあ りうるが、 しか し生 きた有機的 な
統一 はそ こか らは生 じない。む しろ哲学 においては、
思惟が人間の あ らゆる能力 と活動領域 に侵入 しそれ
らを圧倒 して しま うので ある。(13)
　 ブーバ ーによれば、宗教的現実 の中で のみ究極 の
「われ一なん じ」 関係が成立 す る とい う。つ ま り、
そこで は 「無制約的 な存在者が絶対的人格 とな って
私の伴侶 になる宗教的現実の中で最 も濃密化 され、
比類 な くあざやか な光芒 を放っ」(14)ので ある。 これ
に対 して哲学的認識 は 「われ 一それ」の関わ りで成
立 す る。 こ こ で は 一 方 の 「わ れ 」 か ら主 観
(Subjekt)が 抽 出され、 他方 の 「それ」 か らは主観
か ら分離 された客観(Objekt)が 抽 出され る。 この
よ うに真 の宗教 的現実 は、 「い っさいの形 あ る もの
を貫 いて輝 きなが らしか も自 らは形 を もたない、 わ
れわ れにむか って 出会 い くる者(der　 Begegner)と
の出会 いで あって、 それ は純粋 な 『われ 一なん じ」
の関係以外」(15)ではあ りえ ないので ある。
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第3節 　 「哲 学 者 の 神 」 か ら 「ア ブ ラ ハ ム
の 神 」 へ
〈アブ ラハムの神、イサ クの神、ヤ コブの神〉
　 ところで、パ スカルが1654年 に回心 したときに書
き記 し、後 に自 らの胴衣の裏 に縫 い込んで文字 どお
り終生肌身離 さなか った魂の文言 は 「火」 とい う表
題で以下 の よ うに綴 られ ていた とい う。 「哲学者 や
学 識者の神でな く、 アブラハ ムの神、 イサ クの神、
ヤコブの神」 と綴 られて いた言葉 は 「哲学者 の神」
か ら 「アブラハ ムの神」への劇的な転換で あ り回心
であ った とブーバ ーは強 く指摘 して いる。真 の 「信
仰」 に圧倒 され たパ スカル にとって、一つの思想体
系の中でのみ特定の場所を 占めて いるよ うな神 は、
もはや私 たちにとっての生 きた神で はな く、無意味
な存在で しかなか った。神 は神であ るが ゆえ に、思
想の体系の下 には納 ま りき らないと考え たブーバ ー
によれば、「その神 は端 的 にどのよ うな思想体 系 を
も超えてお り、 しか もそれ は神の本質上 そ うなので
ある」。(1)
〈「哲学者の神」か ら 「アブ ラハムの神」へ〉
　 バ ローによれば、 ブーバ ーはパ スカルの 「アブラ
ハ ムの神」 は哲学 者や神学者 の神で はないとい う箇
所を援用 して、 これ はパ スカルの回心で あると捉え
て いる。信仰 に圧倒 されて、思考体系の中 に納 ま り
き らない神 はその本質上、人間世界 を超越 している。
逆 に哲学者が神 と名付 ける ものは理念 にす ぎず、高
慢です らあると鋭 く指摘 して いる。理念 は神か ら遠
ざか り、 哲 学 者 は人 を も っと遠 くへ 退 け る と い
う。(2)
　 哲学者 たちの神 はたん に一っの理念 に留 まるが、
アブラハ ムの神 はいかな る理念で もな く、 この神 の
中ですべての理念が止揚 され る、そのよ うな存在だ っ
たのであ る。 ブーバ ーによれば、 「哲 学者 は彼 の抱
いて いる絶対者 の理念が、絶対者が生 きて あるその
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　
ところにお いて、 また人が絶対者 を愛 して いるその
当所 にお いて、止揚 されて しま うとい う事実 を認識
し容認せ ざるをえ な くなる」(3)ので ある。
カン トの 「先験的神学」の原理
　 ブーバ ーはカ ン トの宗教理解 につ いて深 く以下 の
よ うな考察 を して いる。特 にブーバ ーはカ ン ト晩年
の7年 間 に綴 った未完の遺稿 の覚え書 きに目を留 め
次 のよ うに指摘 して いる。 「神 は何 であ るか」 そ し
て 「神 なる ものは存在す るか」 とい う問 いをまとめ
て、 カ ン トは 「先験的哲学」か ら 「先験的神学」 の
原理へ と移行 した。 そ うしたカ ン トにとって 「神 な
る ものが存在す るか否か」 に対す る答えがで ない限
り、哲学 の 「肝心の課題」 は果 たされ ないと考え た
ので ある。(4)
　 この思索を カ ン トは慎重 に繰 り返 し試み、最後 に
辿 り着 いたのが次の定式で あったとい う。っ ま り、
神を 「思惟す ること」 と 「信ず る こと」 とは同 じ働
きで あると した うえで、神 について の思想 は、同時
に神 と神 の人格性 に対す る信仰で ある、 とカ ン トは
定義 した。 しか しこのカ ン トのい う 「信仰」 とは神
が現実的 な ものになる ことを意味 して いないことを
ブーバ ーは鋭 く指摘 して、以下 のよ うに批判 して い
る。つ ま り、神 は人 の外 なる実在で はな くて、単 な
る人 の内 なる思想 にす ぎないと、 ブーバ ーはカ ン ト
の神理解 を鋭 く批判す るので ある。(5)
〈「神が存在す るか どうかを問 うの は愚かな ことだ」
(カ ン ト)〉
　 ブーバ ーによれば カ ン トはそれ に もかかわ らず、
神 はある 「実在性」を もっ と考えた。 しか しブーバ ー
はカ ン トのい う実在性 はけ っして 「神 と神 の人格性
への信仰」 と同一の もの とみ なす ことはで きないと
喝破 して いる。 その証拠 と して、神が存在す るのか
ど うかの認識 を課題 と した当 の先験的哲学 は最後 に
は、神が存在す るか ど うか を問 うのは愚か なことだ
と言わ ざるをえ ない羽 目に陥 ったカ ン トの思想 の限
界を ブーバ ーは浮 き彫 りに して いる。(6)
〈カン トは神を 「観念」 と して しか捉え ることがで
きなか った〉
　 さ らにブーバ ーはカ ン トの信仰問題 について 、次
のように深 く論及 してゆ く。 カ ン トは 「神を信 ずる」
ことの表現 に二種類 の区別 を立てて いる。一つ は"
einen　Gott　glauben"で あ りこれ は明 らか に神 を信
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仰 の観 念対 象 と して い る。 も う一 っ の"an　 einen
Gott　glauben"は 神 に向か って私 たちが生 きた存在
者 に対 してのみ立っ ことがで きるような 「人格関係」
を表 して いる。
　 こ こで カ ン トは、"an　 einen　Gott　glauben``に 深
く理解を示 し、 この点で は著 しく信仰の現実性 に近
づ いて いると も言え よ う。 しか しカ ン トは彼 自身 の
哲学体系を堅持す るため に、 これ以上の神理解の叙
述をす ることはなか った。 カ ン トは神を 「観念」 と
して しか捉え ることがで きず、最終的 に神を 「人格
的な関係」 と して受 け入れ るはで きなか った。そ の
逆 にパ スカル にとって決定的 に重要だ ったの は 「神
へ の愛」 で あ り、 カ ン トにお いて は この人 格 的 な
「神へ の愛 」 が欠 落 していた と ブーバ ーは結論 づ け
て いる。(7)
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す る一種 の 「自律的倫理」の立場 をとるとみ る解釈
が成立す る。 ブーバ ーによれ ば自分 自身 の心 の中 に
善悪 の識別 と決断を求 めよ うとす る もの は、 自己の
心か ら価値の尺度の ために絶対性 を引 き出す ことは
で きない。 そこにはただ倫理的対等関係 の絶対性が
現れ るだ けで あ り、 この ことか らブーバ ーの倫理 を
一種 の 「神律的倫理」 とみ るのは早計で あるとい う
C1)
0
　同様の主張 は、山本誠作 によ って も以下 のよ うに
展開 されて いる。 ブーバ ーによれ ば、人間 は自由で
あることによってのみ人格的責任 に基づ いて 自発的
に神 との関係 に入 って い くことがで きるとい う。神
の啓示を通 して人間 に呼 びか ける声(神 律)に 、人
間が 自発的 に応答 して い くこと(自 律)が 重要 な姿
勢 となる。 そのことによって成立す る神 と人間 との
人格的対話 こそが、現代人が袋小路 に陥 って しま っ
て いる危機的状況か らの唯一 の脱 出口だ とブーバ ー
は主張す る。(2)
〈宗教 と倫理 との対話の姿勢〉
　 ブーバ ーに従えば、絶対者が応答的関係 の中 で語
る時、 もはや 自律か他律か とい うよ うな二者択一 は
存在 しないとい う。相互性の真 の意味 は、義務 を外
部か ら課す ことで はな く、む しろ自由に内部か ら了
解 され ることを望む という点にある。つまりブーバ ー
にとって、真 の倫理 とは、宗教 と倫理 との対話で あ
ると言え るだ ろ う。 ブーバ ーの宗教 と倫理 との対話
の姿勢 は、人間 を神 と向か い合 う独立 した人格存在
と して捉え、 まったき自由と自主性 を もって 「神 の
律法」 にあずか りうるとい うもので ある。 こうした
宗教 と倫理の真 の対話 は、人間存在 の神 に対す る関
係 と、各 自の道徳的決断が互 いに関係 し合 うとい う
意味で、生 ける宗教 は生 ける道徳 を要求す るとい う
べ きで あろ う。(3)
〈ソフ ィス トによる宗教 と倫理の分離が古代世界を
崩壊 させた〉
　 ブーバ ーによれば、宗教 と倫理 の結合 されて いた
時期が人類の精神史 にお いて二度 あったとい う。第
一 は古代東洋 と古代 ギ リシアの場合で ある
。 こ こで
は神的 な もの と倫理的 な もの とが同一の もので あ っ
た。両者の分裂的危機が古代 ギ リシアにおけるソフィ
ス トの運動 によって促進 され た。 ソフ ィス トたちは
道徳 の神的起源 を否定 し、すべて それ らは人為的 な
る もので あると規定 したのが ゆえ に、 この世界 には
絶対的 な唯一 の道徳 とい うものはないと判断 した。
あるのはただ時代 とと もに変化す る、人間がっ くっ
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た習慣 と規準のみが存在す るために、人間が 「万物
の尺度」 と考え られ たので ある。 この ようなソフ ィ
ス トによる道徳の相対化 に対 して、絶対者 と倫理 と
の結合 を試みた ものがプ ラ トンのイデア論であ った。
この よ うにソフィス トに始 まる宗教 と倫理 との分離
こそが古代世界を崩壊へ導 く原因 となったとブーバ ー
は理解 したので ある。(4)
〈イ スラエルの宗教 と倫理〉
　 次 に宗教 と倫理 との結合 した第二の時期が イスラ
エルの場合であ るとい う。上述の古代東洋や古代 ギ
リシアの場合 には、絶対者 は即宇宙の秩序や法則 を
意 味 し、 それが行為の規範 と して人間 に向 け られて
いたが、他方イ スラエルの神 は 「律法」 を与え、 こ
れを守 る天地の主宰者 と して現れた。 この イス ラエ
ルの宗教 と倫理 との結合 を 「神の裁 きを伴 う命令」
と理解すべ きで はな いと平石 は強調す る。そ の後、
「ヘ レニ ズムの時代 にな って、 イス ラエル の源 泉か
ら発 し、 ギ リシア思想や ペル シア思想 によって強 め
られ たキ リス ト教 は、 イスラエルの民族宗教 を、か
って見なか った ほど内面的 に充実 した個人宗教 に変
えたので あるが、その半面、宗教的 なる もの と倫理
的な る もの との関係を破壊す る結果 に陥 った」。(5)
　 と りわ けパ ウロ神学 にお いて、信仰 と行為 の領域
が分離 されて しまったのみな らず、 アウグスチヌス
にお いて信仰が神の恩恵 と して受 け取 られ るとき、
人間が神の独立 した協力者で あるとい うイスラエル
的人間の秘義 は不明瞭 になって きた。 この点で、倫
理的 なるものが相対的な もの にな り、それ に代わ っ
て世俗的 な道徳法則が絶対 的な権利 を主張 し始 めた。
この よ うな宗教 と倫理 との分離の危機 は、現代 にま
で及んで いる。(5)
〈「宗教 的な在 り方」 とは、 人間人格 が一 つの全体
と して絶対者 との関係 に入る こと〉
　 ブーバ ーは厳密な意味での 「倫理的」 とい う言葉
を、人間 に可能 な態度や行為 に対 して与え る肯定 と
否定 と捉えて いる。他方、真 の意味での 「宗教的」
とは、すべての人間 に内 に存在 してお り、個 々人が
その唯一独 自の創造 され た在 り方 にお いて考え られ
る もの と捉えて いる。 ブーバ ーの考え る真の宗教的
な在 り方 とは、人間の人格が一つの全体 と して絶対
者 との関係 に入 る ことで あ る。 こ こで ブーバ ーが
「絶対者」 とい うとき、 それ は 「絶対 的実在 その も
の」であ り、宗教的関係の現実性の うちで 自 らを人
格化 して い く。信仰者の側か ら見れば、神が 自分 の
ため に人 格 とな られ た と考 え る こと も可能 で あ ろ
う。(7)
　人間の本質的 な在 り方か らすれ ば、人間 と絶対者
との相互 関係 は、 「人格 的」 な関 わ りと して しか存
在 しえ ないはずで ある。 なぜ な ら現実の 自己は他者
との関係 に立つ ことにお いて は じめて現れて くるか
らで ある。 ブーバ ーは、倫理的 な ものと宗教的 な も
のとの関係の本質 は、倫理の教え と宗教 の教え とを
相互 に比較対照 して明 らか になる もので はないと主
張 して いる。む しろこの二つ の領域 の中で、 それ ら
が具体的 な人間状況 にあって凝集 して いる場へ と踏
み入 る ことにおいて のみ、両者 の本質が初 めて浮彫
りにされるとい う。それで はここか ら何が問題 とな っ
て くるので あろ うか。私 たちが問題 にすべ きは、一
方で個 々人の 「事実的倫理的決断」で あ り、他方で
「絶対者 と個 々人 の事実的 関係 」 であ る。 そ して私
たちに可 能 な ことはこの両者 つ ま り、 「事実 的倫理
的決断」 と 「絶対者 と個 々人 の事実的関係」 の両者
を相互 に向か い合わせ ることによ って、 それぞれ の
他 の関係 を決 定 させ る こ とだ とブーバ ー は確信 す
る。(8)
〈生 きた宗教性 は生 きたエー トスを創 り出そ うとす
る〉
　生 きた宗教性 は、二っ の 「倫理的領域」 と 「宗教
的領域」 の出会 いを通 して、包括的 な構造変革 を引
き起 こす よ うな一条 の光 を人間 の生活の隅 々にまで
送 り込んで くる。 なぜ な ら、生 きた宗教性 こそが生
きたエー トスを創 り出そ うとす るか らで ある。 また
両領域間 の関係 を今度 は 「倫理的観点」か ら検討す
るな らば、上述 の内容 とは全 く異 なった視点が展開
されて くる。つ ま り、 自己自身 の魂 の うちで決断 し
よ うと努 める人間 は、 その価値 に対す る絶対性 を自
己の魂か ら汲み出す ことはで きないので あ り、倫理
的座標の絶対性 は、 ただ絶対者へ の人格関係か らの
み生 じて くるので ある。 これ との関連で、「相互性」
の本来的 な意味 は、絶対者が 自由に把握 され る こと
を欲す る点 にあ り、 け っして 自 らを押 し付 ける点 に
あるので はない。 なぜ な ら人間 の行為 は、根本的 に
私 た ち 自身 の 行 為 で な けれ ば な らな いか らで あ
る。(9)
〈イ スラエル にお ける倫理的な もの と宗教的な もの
の結合〉
　 ブーバ ーは次 にイス ラエルにお ける倫理的 な もの
と宗教的 な ものの結合 につ いて考察 して ゆ く。 この
結合 は、一般的 に処罰の威嚇 を伴 う天上的命令 とい
う形 にお いて見 られ る。 しか しそ うい う見方だ けに
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固執す るな らば、本質的事柄が看過 されて しま うと
い う。なぜな ら、 シナイ山で の律法 は神的支配者が
その座 につ いた時点 にその民族 に分与 した憲法 と し
て理解 され るべ きだか らで ある。つ ま り神 は、それ
自身を越えて この民族を 「聖 なる もの」の領域へ と
導 こうとされて いるか らで ある。(10)
　 ブーバ ーに従えば、 イスラエル民族の 目標 は 「善
き」民族 になる ことで はな く、 「聖 な る」民族 とな
ることにあった。 これの意味す るところは、倫理的
なるもの と宗教的な る もの との区別を よ り高 めるべ
き もの と して ブーバ ーによって理解 されて いる。 そ
して イスラエル民族 は、人間 による神の模倣、つ ま
り、神の道 に随順す ることを選んだので ある。 しか
もその道 は、人間の エー トスに振 り当て られ た神的
属性 と しての正義 と愛 にお いてのみ達成 され得 ると
した上で、 ブーバ ーは、 この神聖性 はそれ と全 く正
反対の人間的次元 にお いてのみ人間 によって模倣 さ
れ得 る と主 張す る。 そ こで ブーバ ー は言 う。 「倫理
的なるものと宗教的なるもの との こうした結合 にとっ
ての前提 は、人間 は神 によって創造 され たが、それ
以来減少す ることな く残 って いる独立性が神 によっ
て与え られてお り、 この独立性 にお いて人間 は神 に
向か い合 って立っ、 という根本直観で ある。 それ ゆ
え、人間 はまったき自由 と根源性 にお いて、現存在
の本質を形成す る両者の対話 に参与す る」(11)ことが
で きるので ある。 これ こそが 「人間の創造の秘義」
と言え るだ ろ う。
〈ブーバーの根本的なユダヤ教理解〉
　 小林政吉 は、 ブーバ ーが1923年 に出版 した単行本
『ユ ダヤ精 神 につ い て の講 演 』　 (Reden　 Uber　das
Judentum)の 「序 論」 に着 目 して い る。 この本 は
ブ ー バ ー の 初 期 著 作 の 『三 っ の 講 演 』　 (Drei
Reden,1911)等 を集 め た もの で、 特 に 「序 論 」
(1923)は ブーバ ー思 想 の新 しい発展 を示 してい る
注 目す るべ き著作 となって いる。小林 は、 ブーバ ー
の根本的 なユ ダヤ教理解 につ いて以下の よ うな興味
深 い示唆を私た ちに与えて いる。 ブーバ ーにと って
重 要 な視点 は、人間 と神 との間 に起 こる事柄、両者
間のいきいきとした関係の現実であ る。 ブーバーは、
神 とい う言葉で、形而上学的理念、倫理的理想、心
理 ・社会的理想像の投射、人間 による創作物 を表現
しようと して いるので はない。 ブーバ ーは、真の人
間の在 り方 と して、神 と人間 との出会 いこそが最 も
重 要 な課題であ ると捉えて いる。 ブーバ ーにとって
宗教的現実 とは、神 その もの との少 しの割 り引 き も
ない出会 いの人格的関係 なので ある。別言すれ ば、
人間 の孤独 な主観が問題 なので はな く、宗教的生活
が、あるいは人間 や民族 が神 とこの世 に向かい合 い、
あるが ままの生活全体を いか に充実 させ るかが、人
間の在 り方 にとって課題 なので ある。(12)
〈「人間の体験」か ら 「神 と人 との出会 いの出来事」
へ と移行す るブーバーの思想〉
　 ブーバ ーは、1900年 か ら1919年 まで は、 グノー シ
スの思想 の特色で ある 「流出」や 「個物 に内在す る
神の花火」 とい う形而上学的思想 を重ん じ、 この形
而上学的 な人間 の使命を 「体験」 と して内面的 に受
け止 め、 これ に基づ いて 日常生活 にお ける人間 の倫
理の構築 に励んでいた。 しか しこの1923年 の 「序論」
執筆以降、 ブーバ ーの思想の力点 は 「人間 の体験」
か ら 「神 と人 との出会いの出来事」へ と移行 してい っ
た。 ブーバ ーによれば、人間 は概念 の世界で はな く、
実人生の途上 にお いて、予測や推量 を超え た出来事
に巻 き込 まれて い く。 そ して その出来事 の只中で、
人間 はただ 自分 を超え た出来事 に巻 き込 まれて い く
ので ある。 そ して この出来事 の只中 で、人間 は自分
を超え た何 ものかの力を感 じ、 またその 出来事 と誠
実 に取 り組む中で、神 と出会 い、神 と共 に働 くので
ある。 これが人間 と神 との人格的応答関係 と して の
「現実」 で あ る。 この人格 と しての神 に全力 をあ げ
て応答 し、 その応答 を この世 の人 と事物 とに向か っ
て誠実 に実行 して い くことが、人間 の生 きる使命 な
ので ある。 こうして ブーバ ーの思索 の力点 は、人間
の内面的世界か ら、神 と人 との出会 いの現実 とい う
間実 存 的存在論 の世界 へ と移 行 してゆ くこ とに な
る。(13)
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